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第⼀章 
問題の場からトピックへ�



＜研究・論⽂書きの時間表＞�
•  資料集め(全体の2/3)�
Ø トピックの選択、⽂献・資料探し、資料

研究(このうち⼋割強は資料研究にあてる)�

•  論⽂書き(全体の1/3)�
Ø 下書き、書き直し、総点検、清書�
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＜問題の場と問題・トピック＞�
•  トピックとは「問題の場」ではない�
問題の場：それ⾃体が問題なのではない�
Ø 「天皇制」など�
�
トピック：⼀定の答えを要求するような問�
Ø 「天皇制は⺠主主義の発展を阻⽌する

か」など�
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＜問題きり出しの⼿がかり・トポイ＞�
•  トポイを使って、「問題の場」にアプローチ�
Ø なに、いかに、だれ、なぜ、⽐較、因果�
�
<トピック確定の五条件>�
1.  このトピックの研究に必要な資料があるか�
2.  ⾃分の⼒で扱いきれるか�
3.  新しい研究トピックであるか�
4.  ⾃分はこのトピックに興味関⼼を持っているか�
5.  意義のある研究トピックか�
�
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＜トピックの細分＞�
•  研究トピックをさらにサブトピックに細分化�
Ø トピックとサブトピックを適当に整理すれば、論⽂の

アウトラインの⼟台として使うことができる�
�
＜トピック細分の泥沼と諦め＞�
•  コモンセンスと時間によって細分化の過程を切り上げ

る�
�
＜トピックは暫定的＞�
•  トピックは研究・調査の過程で常に変形するという流

動性を持っている�
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第⼆章�
資料探しー図書館の使い⽅ー�



＜資料探しの時間＞�
•  だいたい全体の1/12、資料集めの⼀割半強

＝かなりてっとりばやく�
�
＜仮読み＞�
•  資料探しの過程で、軽く早く⼤雑把に資料に

⽬を通す�
Ø 選んだトピックの背景についての知識を広め、

深めることで、何を知らず、何を知らなけれ
ばならないのかを知る�
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＜カード⽬録で探す＞�
•  簡単なレポートの場合�
Ø  最初に図書館のカード⽬録を調べる�

＜「書誌の書誌」で探す＞�
•  本格的・独創的な研究論⽂の場合�
Ø  最初に図書館のレファレンス室の書誌から調べる�
Ø  「書誌の書誌」を使って適切な書誌を⾒つけ出す�
＝「⽇本の参考図書」、「⽇本書誌の書誌」など、ありとあら
ゆる事項が地域別、年代別に分類されているもの�
�
＜索引で引く＞�
•  新しい本や研究論⽂を探す場合�
Ø  最初に図書館のレファレンス室においてある各種の索引

(Index)から調べる�
＝「全⽇本出版物総⽬録」(毎年出版される)�
�
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＜⽬録カードの読み⽅＞�
•  ⽬録カードの情報からは多くの事がわかる�
例）�
Ø 分類主題名(考古学ー歴史など主だった分類)�
→⼤体の内容�
Ø   索引や⽂献の量�
→信憑性など、研究に適しているかどうか�
Ø 本の⼤きさ�
→研究書なのか簡易なパンフレットなのか�
�
＜資料の選択・書評＞�
•  実際に通覧し⾃分のトピックに本当に必要なものを選び出す�
•  全てを精読する時間がない場合は専⾨雑誌にのる書評や批評

欄が役⽴つ�
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第三章�
研究の準備ー参考図書と⽂献カードー�



＜「⾮書誌的参考図書」に⽬を通す＞�
•  資料を読む際に⾊々と出てくる疑問に答

えてくれる情報源�
＝必要に応じて⾒る「参照書」�
Ø ⼈名辞典、地図、年代事典、⾔語辞典、

引⽤句・⽤語辞典、専⾨別・事項別辞典、
⼿引き、資料集成、百科事典�
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＜⽂献カード作成の理由・⽂献表の準備＞�
1.  論⽂を仕上げた後、使⽤した資料の⽂献表を作らなければならない�
2.  「研究カード」つまり「資料カード⽤出典記号台帳」を作る�
3.  ⼀度使った資料を後でもう⼀度検証したいというときに、すぐにその所在を

明らかにしてくれる�
�
＜⽂献カードの作り⽅＞�
•  ⽂献カードには７つの情報を記載�
1.  書物または論⽂の著者�
2.  書物のタイトル�
3.  出版地、出版社、出版年�
4.  ⾃分が使っている図書館や⽂書館の分類ないし、請求番号�
5.  批評・コメント�
6.  使⽤記録�
Ø  どこまで読んだのかなど�
7.  ⾃分⽤の資料整理コード�
ー裏になるとき、⼆枚以上になるときー�
•  下右に「裏」と書く�
•  ⼀枚⽬の著書名か⾃分の⽂献整理番号と-2-�
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第四章�
資料研究・読みと整理�



＜ノートよりもカードを＞�
•  情報は⼊れ替えのきくカードやルーズリーフに�
Ø  利⽤した資料に関する情報を⾏き当たりばったりにノートに書き込ん

でも整理しきれない�
�
＜カード記載⼼得⼗三条＞�
1.  ボールペンかタイプで書く�
2.  カードの１⾯だけを使う�
3.  ⼀枚に⼀項⽬のみ�
4.  項⽬⾒出し�
5.  項⽬の設定�
6.  研究カードの本体(要約、⾔いかえ、引⽤、コメント)�
7.  略号と電報スタイル�
8.  わかりきったことは書かない�
9.  資料の⽬的と研究者の⽬的の交叉部分を抽出�
10.  出典の明⽰�
11.  資料索引記号�
12.  カードの⾊分け�
13.  カード箱の整理�
�
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＜インタビューの⼼得六条＞�
1.  相⼿のリスト�
Ø 会うべき⼈物の選定と、その相⼿の経歴調査�
2.  アポイントメント�
Ø ⾃分の⾝分や⽬的を明らかにし、⽇時・場所を確

認�
3.  インタビューの雰囲気�
Ø 情報の取扱や匿名性の必要などを確認�
Ø あらかじめ質問の要点を知らせておく�
4.  主要質問と副次質問�
5.  インタビューの⻑さ�
6.  礼状�
�
�
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＜アンケートの⼼得九条＞�
1.  回答相⼿の選択�
Ø  性別や年齢などの属性を指定し、最も適当な個⼈またはグ

ループを選ぶ�
2.  依頼状�
Ø  質問表とは別に、⾃⼰紹介・研究⽬的紹介をかねた丁寧なも

のを作成�
3.  回答欄は「はい」か「いいえ」�
4.  簡単明瞭、正確な質問�
5.  統計処理に適した形式�
6.  容易な質問から困難な質問へ�
7.  関係事項欄�
Ø  必要に応じて属性を記⼊する欄を設ける�
3.  きれいな印刷�
4.  返信⽤封筒�
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第５章 資料研究・ 
確実なデータ作り�



資料研究・確実なデータ作り 
 ー資料の類別、資料批判ー�

•  すべての研究分野で、情報資料が信頼出来るか確認 (=資料批判) 

•  事前の資料類別から得た⼿がかりを元に資料批判 

 

類別⽅法 
1. 作為と不作為 (意識的に伝えられようとして作られた or 無意識) 

2. 内容 (ex. 法律に関するもの) 

3. ⽬的・機能 (ex.年代史、新聞) 

4. 起源 (ex.公⽂書、⼀次資料) 

5. ⽂書とその他 (⽂書 or 公伝の資料、伝説、⺠謡⾳楽) 

各資料を類別できれば、資料の情報を正しく取り扱える！ 

 
※例外もあり 
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資料研究・確実なデータ作り 
 ー資料の類別、資料批判ー�

資料批判 

：正真正銘の資料か？(外的批判、テキスト批判) 

 どれほど信頼出来るか？(内的批判) 

                                     

第５章�

ことば 
⽂章の意味� 由来� 無理 

⽭盾 

可能性・蓋然性・
確実性� 正確度・批判性� 報道能⼒ 

意図� 偏⾒(バイアス) � 研究者⾃⾝の偏
⾒・能⼒ 

研究・学問だけでなく、氾濫する情報の波を乗り切るためにも必要！�



第６章 書く 
ーアウトラインの発展、 

⽂章化、下書きー�



書く 
ーアウトラインの発展、⽂章化、下書きー�

資料組み⽴てる技術的形式的な⾯ 
•  わかりやすく書く=整った⽂章の全体構造を作ること 

  →アウトラインを作り論⽂にまで発展させる 

  (主問・主要トピックと関連する副問・副トピックを⼿がかりに) 

•  起承転結は詩⽂の法則としては○だが、論⽂には△ 

•  暫定的アウトライン→最終的アウトラインへ成⻑ (参考1) 

•  資料が主⼈公、研究者は資料の下僕 

•  ⻑い論⽂だと重要字句を並べたトピック・アウトラインから、各項
⽬を短い⽂章に直してセンテンス・アウトラインにすると便利 

•  3つのルールに従おう 

  1. 同格の⾒出しは並⾏に配列 

  2. 同格の⾒出しのトピックは相互に排除しあう 
  3. ふたつ以上の同格細分項⽬なしに分割はできない 
�
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参考1：アウトライン成⻑ 実例�

 アウトライン１ 

1.  スタインベックの「怒りのぶどう」が描いた状況 

2.  この描写は真実か？ 

3.  彼が描いた状況を改⾰するための措置がとられたか？ 

↓ 
 アウトライン２ 

1.  スタインベックの「怒りのぶどう」が描いた状況 

 A. 社会的 B.経済的 

2. この描写は真実か 

3. 彼が描いた状況を改⾰するための措置がとられたか？ 

 A. 社会的 B. 経済的 C.政治的  

↓ 



参考1：アウトライン成⻑ 実例続き�

 アウトライン３ 

1.  スタインベックの「怒りのぶどう」が明るみに出したオクラホマ
とカリフォルニアの移住労働者の状況 

 A. 農業労働者移住の原因 B.移住問題の特徴 

 C. スタインベックの⼩説の真実性 

2. 問題解決への努⼒ 

 A. 私企業  

 B. 州政府 1.テキサス 2.カリフォルニア 3.アラバマ 4.サウスダコタ 

                            5.その他 

 C. 連邦政府(農業安定機構FSAプログラム) 

   ①応急援助計画  

   ②⻑期計画 a.⼟地開発 b.更⽣・移住 c.協同組合 d.農業技術教育 

3. 諸⽅⾯の協⼒で困難な問題の解決⾒通しつく 

⼤幅に
変更 

具体化
が進化

�



参考２：トピック・アウトラインから 
センテンス・アウトラインへ ⼀部実例�

↓ 
1.  問題の解決⽅法の理解には、問題の原因と特徴の理解が不可⽋ 

 A. 農業労働者の⼤量移住の理由には3つ理由 

  1.旱魃&⾵蝕で⼟壌破壊 

  2.農業機械化でシャベルと鋤の百姓は失業 

  3.都市に出ていた元農業従事者が1930年の不況で帰村 

   →農業⼈⼝の異常な増⼤へ 

 B. 問題の特徴は次の3つ 

  1.不衛⽣で疫病の原因になる⽣活環境 

  2.経済的不安定 

  3.州、町の役⼈、地主による移住労働者の虐待  

・・・続く。 



書く 
ーアウトラインの発展、⽂章化、下書きー�

アウトラインの⾁付け�
•  単純⽂、重⽂、複⽂ 

 →明確な⽂脈つけて根幹の⽂「幹」に従属した「枝葉」の⽂を作成 

 →トピック・センテンス(段落の中⼼となる考えまとめ⽂)作り�
⽂、段落、章が有機的に繋がって⼀つの構造を作り上げると�

明快でわかり易い論⽂、書物になる！�
•  よくまとまった論⽂を書くには２回(最低1回)の下書きが必要�
•  繰り返しや論理的⽭盾、どこへ⾏くか不明な堂々巡り、タコ⾜論議

を発⾒可能=内容のブラシュアップへ�

第６章�



第７章 書くー説明の⽅法と
概念の操作ー�



書く 
 ー説明の⽅法と概念の操作ー�

収集データを解釈・理論化・広い意味で説明する内容⾯ 
•  データは⼤⼩の何らかの学問枠にまとめられる(=解釈・説明) 

•  解釈・説明の仕⽅=時間的なアプローチと論理的なアプローチ 

•  5W1H 

•  現象の直接の主役以外の要因・勢⼒まとめるグループ(⼀般)概念 

 ‥個々の事例の姿や意義が明確になる⼀⽅、 

  現象等の個性を⾒失わせ内容空虚な内容になる危険性も 

  ex.近代、封建的、資本主義 (各単語の解説詳細は省略します‥) 

•  先験的な⽬的や主観的確信を先⾏させると、事実に適合しない哲学
的⼀般概念を頼りに誤った因果関係を導き出すことに 

①資料に即して確⽴された正確なデータ＋②データに即して構成した
⼀般概念によって説明・解釈=「書く」 
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８章 下書きから清書へ�
最低２回の下書き；①書き⾜しと修正、②注の作成 
 
•  注の⽬的：⾃分の主張の根拠を検証してもらうた

めの⼿段 
•  注の種類 
１．資料からの直接引⽤の出典を⽰すもの（図表、 
  統計など） 
２．資料からの要約の出典を⽰すもの 
３．⾃分の意⾒ではない意⾒の出典を⽰すもの 
４．本⽂にいれると叙述の流れを妨げるが、本⽂の 
  事項の理解に役⽴つ補⾜情報ないしコメント�
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注の書き⽅・留意点�
１．注の無断盗⽤禁⽌ 
２．周知の事実に関する注は不要 
３．注の番号は引⽤・要約の終わりの右肩につける 
４．注は脚注あるいは尾注のいずれかであること 
５．同⼀資料からの続いての引⽤は、まとめて最後の引⽤で
番号付けする。（注では引⽤⾴数を引⽤した順番に記載） 
６．注は著者名、論⽂（/書）名、雑誌名、巻数、出版年次、
⾴ 
→⽂献表がある場合は、著者名、（論⽂名）と⾴（＝「略記
名」）のみで良い 
７．⼆度以上の引⽤は１回⽬に完全な情報、２度⽬は略記名
を⽤いる�
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引⽤の書き⽅・留意点�
•  引⽤の⽬的：資料そのものとして使⽤する⽅が読者の理解

効果を上げるために有効と判断されるときに⽤いる 
•  引⽤の留意点 
１．引⽤はなるべく短く、少なめに 
  →基本4⾏、100字位 
２．⻑い引⽤は本⽂から取り出し、それだけの段落をつくる 
  →さらに⻑いものは付録として論⽂の後部に⼊れる 
３．引⽤は「 」、引⽤中の引⽤は『 』 
４．補⾜記号として、引⽤⽂に対する補⾜⾔葉は、（ ）あ 
  るいは〔 〕に⼊れる。引⽤⽂中の間違いは(原⽂通り) 
  と書き、引⽤⽂における省略は・・・で表す。 
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最終確認�
①「論⽂全体が明瞭で、正確で、無駄なく整理され、淀
みなく流れるように出来上がっているか」の確認 
→ドキュメンテーションがしっかりできているか 
② 
a.表題紙：表題、著者名、執筆の場所、年⽉     
b.はしがき：論⽂の⾃⼰紹介（1~2⾴、最後に年⽉と⽒
名） 
c.⽬次： 
d.序：論⽂の⽬的、範囲、意義、研究の⼿順 
e.本体：章の⽬的と問い、その答えと次の章のトピック 
f.結論：本体を総合的にまとめ、序における問への答え
の提⽰ 
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9章 ⼩論⽂の書き⽅�
 
 
・内容が明確で筋が通っており、トピック 
 の問と答えの呼吸が合っていること 
・⼩論⽂の下書きは基本、研究カードにあ 
 たる�
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10章 読む技術�
•  読む技術とは、⾔葉の裏にある思想を理解す

る「読み」のこと 
→読む≠速読 
 
•  本や論⽂を読むために必要な３つの「読み」 
１．分析的読み：全体から部分への読み 
２．総合的読み：部分から全体への読み 

３．批判的読み 
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１.分析的読み：全体から部分への
読み�

•  分類 
どういう種類の本か 
•  統⼀ 
主要トピックは何か 
•  部分 
主要トピックがどのような構成として部分に
分かれているか 
•  問題点 
著者が解こうとしている問題は何か 
�
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２. 総合的読み：部分から全体への
読み�

•  単語から概念 
（複数の）単語の裏に隠れている概念を⾒つけ
る 
•  ⽂章から命題・判断 
⽂章の裏に隠された命題・判断を⾒つける 
•  ⼀連の⽂章から議論・推論を 
重要な⽂章の中から議論がどのように展開して
いるかを⾒つける 
•  問題解決の程度 
問題を著者がどの程度解決したか 
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３．批判的読み�
•  資料情報の不⾜ 

•  誤謬命題 
→事実と違う命題をたてていないかの確認 
•  推理の誤謬 
→推理・議論は⾮論理的でないか 
•  制約 
→著者は意図した計画を全体的にどのくらい⼗
分に実現したか 
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第11章 話す�



書くことと話すこと�
•  話すことも⽂法・論法・レトリックの駆

使である�
 →よく「書く」ことのできる⼈はよく
「話す」可能性をもっている（かならずし
もそうとは限らない）�

•  ⽬的・形式、機会によって話す内容・話
し⽅は変わる→⼤事なのは、なんのため
に話すのかはっきりさせること�
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講演・講義の準備�
•   聞き⼿がどう⾔う⼈物で、どう⾔う機

会についてする話なのかを調べておく�
•   聞き⼿に聞かせるトピックを選ぶ�
•   話す内容を裏付けする資料を集める�
•   資料を整理し組み⽴てる�
•   原稿・ノート・メモを作る�
•   視聴覚設備を点検しておく�
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話し始め�
•  会場や状況に応じて話す姿勢を決める 

•  初めの挨拶は簡潔に 

•  核⼼のガイドラインを始めに伝えるのが
ベスト 

•  多少ユーモアがあってもいいよね�
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話に⼊ったら�
•  ⾯⽩く、興味をわかすように 
•  ⼤きくハキハキした声と、聞き取りやす

いスピード、要所要所で⼀息いれて⼀瞬
黙る「間」 

•  原稿を⾒続けるだけではなく、聴衆のこ
とをしっかり⾒る 

•  わざとらしくない範囲で⾝振り⼿振りも
効果的�
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しめくくり�
•  ⻑々とした挨拶はいらない 

•  もう⼀度全体を総括して明らかになった
点を確認するのもいい 

•  ⼀番いいのは始めに説明したトピックが
解決した話のクライマックスで⾃然に終
えること�
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第12章 話す・聞く�



ディスカッションについて�
•  社交的な、あいまいな、軽い話しを続け

るのではダメ 
•  整合性と鋭さをもった論議で美しい論争

を�
•  相⼿の主張命題に寄り添って、相⼿の主

張の⽳を素早く⾒つけ正確に突くことが
⼤事かつ必要�
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聞き上⼿は話し上⼿�
•  「分析的読み」と「総合的読み」の章で説明

した視点を相⼿の話を聞いている時にも使い、
また⽳を⾒つけたら的確な質問をするのが良
い聞き⼿ 

•  →論理的な思考ができるので話す際にも論理
的な話ができる興味を聞いていて、理解した
という態度を相⼿に⽰すためのマナーも⼤事�

•  相⼿の話を批判的に理解するにはメモをとる
ことも重要�
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第13章 レトリックについて�



弁論の構成要素�
•  構想：何をいうか、どう⾔うか 
•  配列：序→提題→論証→論駁→結論 
•  修辞：豊かな語彙で適切かつまとまって

いて美しい⽂章を！ 
•  記憶：役に⽴つ知識を幅広く、理解した

上で 
•  発声・所作：聴きやすい声、分かりやす

い⾝振り�
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まとめ�



全体的なまとめ�
•  全体的に、噛み砕いて読みさえすれば極

めて基礎的なことを⾔っている 
�
•  部分によっては⼩学⽣でも⾔われるよう

なことだが、それだけ⼤事で、それでい
て出来ていない⼈も少なからずいるとい
う印象�
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全体的なまとめ�
•  具体例や説明がわかりづらく、またレト

リックの歴史で古代ギリシャについて遡
るなど無駄な部分が多い�

•  →この本について書かれている「根拠」
について徹底した上で、おそらくは読み
⼿として想定している学⽣や⼤学教授な
どのプライドを逆撫でしないため？�
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全体的なまとめ�

•  ざっくりまとめると、「⼩学⽣でもわ
かる内容が⼤学⽣でもわかりづらい
ように書かれた本」�

 
 
 →読む価値は⾮常に⾼いが、理解できる
ようにしっかり噛み砕く必要はある�
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